
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 １年（1000ｍ） ２年（1000ｍ） ３年（1400ｍ） ４年（1400ｍ） ５年（1800ｍ） ６年（1800ｍ） 

男
子
の
部 

１位 品田 崇佑 長元 大羽 水谷 祐心 奥井 理久 堀内 伊織 棚口 翔太 

２位 堂口 昂輝 亀井 優志 幾地 凛太 坂口 優羽 久田 遥希 上見優太朗 

３位 佐々木柊碧 青木慎之介 本殿 直亮 長元 和空 廣瀬 真大 山崎 秀真 

女
子
の
部 

1 位 久保  花 道本桔衣乃 干場 実悠 細川 澪那 竹谷陽茉莉 石過 結奈 

２位 寺西 咲来 上見 莉央 徳野 美景 山元 愛桜 出雲 絢祢 上田 寧々 

３位 田村 愛茉 寺西 未来 亀井 望羽 清水  鈴 谷  柑南 谷口 花怜 

 

令和７年度 学校だより 

とりやっ子 
No.８   両面印刷 

中能登町立鳥屋小学校 

令和７年 1１月１０日 

文責 校長 干場 和代 

【学校教育目標】ふるさとを愛し，仲間と共に，未来を切り拓く児童の育成 

     ～自ら考え，仲間と共に関わり合い高め合う，とりやっ子～ 

  

 

11 月 5 日、晴天の下で校内マラソン記録会が行われました。それに向けて体育の時間や長休みに継

続的に練習を重ねてきており、自分の目標をそれぞれに掲げ、当日は緊張感をもって真剣に臨んでいま

した。その走りからは「最後まで走りぬくぞ」という気持ちや「苦しいけどがんばるぞ」という気持ち

が溢れており、競い合い高め合う鳥屋っ子の素敵な姿がありました。 

ボランティアとして道路で見守りをし、励ましの声を掛けてくださった保護者の皆様、地域の皆様、

本当にありがとうございました。 

 

◆◆「マラソン記録会」で自分の力に挑戦！◆◆ 

「まらそ◆◆◆ 

生活リズムを 

 
 １年生

 

 

 

   

 

 

   



 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆◆「芸術の秋・スポーツの秋」各種入賞者の紹介◆◆ 

生活リズムを ＊学校行事や学校から出した作品等について紹介します。 

＊スポーツ教室等で個人または団体がもらった賞は、お昼の放送で紹介しますので、

希望する人は学校まで賞状を持ってきてください。 

【MOA七尾・中能登児童作品展】 

 ＜絵画の部＞中能登町教育長賞 3年 宮澤 亮海 

 ＜書写の部＞中能登町長賞 6年 谷口 花怜    中能登町議会議長賞 2年 池田 政比古 

       中能登町教育長賞 ６年 杉本 紗都  中能登町 PTA連合会賞 5年 出雲 絢祢 

       入選 6年 大塚 礼央奈       入選 ６年 山本 陸斗 

【交通安全ポスターコンクール】 

 ＜小学校低学年の部＞優秀賞 1年 向 凌希 ＜小学校中学年の部＞入選 3年 竹谷 丞太郎 

 ＜小学校高学年の部＞優秀賞 6年 金田 実久 

【三行詩コンクール】優秀賞 ４年 坂口 優羽    佳作 1年 久田 遥月 

【ハトマーク賞児童画コンクール】入選 1年 佐々木 柊碧  島﨑 偉楓  2年 神前 聡 

【いしかわっ子駅伝交流大会】＜男子の部＞2位（6年 上見 優太朗 6年 棚口 翔太 

                  6年 水谷 郁仁 ５年 堀内 伊織 ６年 山崎 秀真） 

            ＜区間賞＞2区 棚口 翔太  ３区 水谷 郁仁 

               

 
◆◆学習サポートで充実した学びに◆◆ 

＜４年生 和菓子作り体験＞ 

 ４年生が社会科学習（地域の特産物）の一環とし

て、御菓子司八野田の八野田聡さんに来ていただい

て、上生菓子を作る体験をしました。手を濡らしな

がら生地を伸ばすなどのコ 

ツを教えてもらい、一人一 

人楽しく個性豊かな和菓子 

を作ることができました。 

 

＜５年生 おにぎり饅頭販売体験＞ 

 5年生が米作り、稲刈りの次の段階として御菓子

処中條さんのご協力により、おにぎり饅頭の販売体

験をアルプラザ鹿島で行 

いました。ちらしやおま 

けのイラストを準備した 

り、値段の計算をしたり 

とよい経験となりました。 

 

＜６年生 がんについて教えてもらった＞ 

 保健の授業として、病気の上位を占めるがんについて小学生にもわかる 

内容で教えていただきました。授業後の感想で、「もし家族や友だち、知り 

合いががんや病気にかかっても特別扱いをせずに、いつもどおり仲良く接 

しようと思います。」「がんは怖い病気だと思っていたけど、初期にわかれ 

ば治ることがわかって安心しました。」とありました。実際にがんになった 

方からのお話やお医者さんのお話がしっかりと心に残ったようです。私たちが教えることのできない分

野に関して、いろいろな方から学べることに感謝です。 

おめでとう！ 


